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日々の取り組み

•１．地域の清掃活動

•２．砂浜清掃活動

•３．乗艇練習時にペットボトルを使わない取り組み



日々の取り組み

１．地域の清掃活動

きれいな水辺を保つために

私達は月に一度練習場がある地域の清掃活動をしております。

地域の方々に見守られながらローイング競技ができているので

試合の結果だけでなく、日々地域の方々に感謝をしながら取り組
んでおります。



日々の取り組み

•２．砂浜清掃活動

私達の練習場所は宮島の対岸にある砂浜にあります。

近年増えている豪雨により、多くの流木や

牡蠣イカダに使われている木材が流れ着いてくるので

定期的に砂浜の清掃活動を行っております。

年に一度は人力では動かせないほどの流木もあるため

行政や地域の方の力を借りて清掃しております。



日々の取り組み

•３．ペットボトルを使わない取り組み

乗艇練習時の給水ボトルをペットボトルから

スクイズボトルの使用を推奨しております。

これはゴミの削減にもなりますが、ペットボトルのフタ部分が

硬い場合、艇を傷つけていることがあった為です。



まとめ

日々練習していく中で、私たちは練習にばかり目を向けがち

ですが、安全に練習するためには、きれいな練習環境が

不可欠です。水面にゴミがあれば、艇もオールも傷つきます。

たくさんの方にローイングを知って興味関心を

持ってもらうためにも、

まず自分達でできる取り組みを今後も継続していきたいです。


